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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」 45

沖縄県の動きをチェック！
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※前月比743人増
136万4,107人

人口

世帯

※前月比697世帯増
49万5,917世帯

沖縄の人口
世帯の動き

　

七
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
三
日

間
、
海
フ
ェ
ス
タ
記
念
式
典
・
祝
賀
会
へ
の
ご

臨
席
と
併
せ
て
、地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、秋
篠
宮

同
妃
両
殿
下
が
ご
来
県
さ
れ
た
。

　

二
十
日
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
記
念
式
典
で
、
秋
篠
宮
殿
下
は
、「
沖
縄
県
に
と

っ
て
サ
ン
ゴ
礁
が
発
達
し
た
青
い
海
は
、
国
際
的
に

も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
で
す
」
と
お
言
葉

を
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
滞
在
中
、
両
殿
下
は
、
平
和
の
礎
や
海
の
総

合
展
、沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
を
ご
視
察
さ
れ
た
。18

　

八
月
十
三
日
、
那
覇
市
の
お
き
で
ん
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
、
緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム「
米
軍
再

編
と
沖
縄
の
将
来
像
」が
開
か
れ
、稲
嶺
知
事

が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
の
中
で
、稲
嶺
知
事
は
、基
地
負
担
軽

減
に
つ
い
て「
一
番
大
事
な
こ
と
は
、県
民
が
一

体
と
な
る
こ
と
だ
」と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
米
軍
再
編
で「
在
沖
海
兵
隊
の
県
外
移
転
、
嘉
手
納
飛
行
場
の
運

用
改
善
、陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
場
の
一
時
使
用
の
中
止
、日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
見
直
し
の
四
つ
を
日
米
両
政
府
に
要
請
し
た
」と
報
告
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、パ
ネ
リ
ス
ト
ら
が
米
軍
再
編
や
基
地
問
題
の
解
決
策

な
ど
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。
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平和の礎

県立武道館「海の総合展」

平
成
十
六
年
度
沖
縄
県
歳
入
歳
出
決
算
書
受
理

表
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国
土
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大
臣　
北
側
一
雄
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海
フ
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ス
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な
わ
〜
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〇
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五
〜
」

オ
ー
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ニ
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ニ
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第
十
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管
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上
保
安
本
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総
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展
示
訓
練

感
謝
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仲
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辞
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付
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収
用
委
員
会
、公
安
委
員
会

表
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フ
ェ
ス
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お
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な
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顧
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財
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本
海
事
広
報
協
会
会
長　
根
本
二
郎
氏

陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
強
行
実
施
緊
急
抗
議
県
民
集
会

「
海
フ
ェ
ス
タ
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念
式
典

表
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多
良
間
村
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下
地
昌
明
氏

表
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県
視
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障
害
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協
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会
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山
田
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幸
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海
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研
修
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三
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表
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平
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ジ
ュ
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ア
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ア
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第
三
回
那
覇
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管
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組
合
議
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臨
時
議
会
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I
D
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会
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二
〇
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五
ミ
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沖
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結
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予
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複
十
字
シ
ー
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運
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第
一
号
募
金
」

観
光
の
日「
県
民
の
つ
ど
い
」

表
敬　
（
財
）お
き
な
わ
女
性
財
団
理
事
長　
大
城
光
代
氏

表
敬　
中
国
人
民
日
報
社
長　
王
晨
氏

平
成
十
八
年
度
国
庫
要
請
与
野
党
説
明
会

ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
沖
縄
県
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

観
光
客
の
安
全・安
心・快
適
を
守
る
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

琉
球
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
中
国
経
済
の
発
展
と
挑
戦
」

　

 

中
国
人
民
日
報
社
長　
王
晨
氏　

沖
縄
県
金
融
特
区
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
海
か
ら
豚
が
や
っ
て
き
た
」

児
童・生
徒
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
表
彰
式

第
五
十
七
回
日
米
学
生
会
議
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
に
関
す
る
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
二
周
年
記
念
行
事

知
事
視
察
広
聴

佐
敷
町
、知
念
村
、玉
城
村
、大
里
村

緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム　
「
米
軍
再
編
と
沖
縄
の
将
来
像
」
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7月・8月の動き

　

七
月
十
九
日
、「
陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
強
行
実
施
緊
急
抗
議
県
民
集
会
」

が
金
武
地
区
公
園
で
行
わ
れ
た
。

　

県
民
集
会
は
、県
議
会
、金
武
町
、金
武
町
議
会
、伊
芸
区
が
四
者
合
同
で

開
催
し
た
も
の
で
、
訓
練
場
に
隣
接
し
て
い
る
伊
芸
区
の
危
険
性
を
訴
え
、

同
訓
練
場
の
即
時
閉
鎖
・
撤
去
な
ど
を
求
め

る
決
議
を
行
っ
た
。

　

集
会
の
中
で
、
稲
嶺
知
事
は「
訓
練
場
の
暫

定
使
用
を
中
止
さ
せ
、
伊
芸
区
の
静
か
な
生

活
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
全
力
を
尽
く
す
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
参
加
者
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
の

ゲ
ー
ト
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

　

八
月
一
日
、
中
国
人
民
日
報
社
長
王
晨
氏
が
県
庁
を
訪
れ
、
稲
嶺
知
事

を
表
敬
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
王
氏
は
、「
沖
縄
と
中
国
が
密
接
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

を
支
持
し
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　

稲
嶺
知
事
は
、
県
上
海
事
務
所
開
所
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
伴
い
、
六
月
に
上

海
と
北
京
を
訪
問
し
た
旨
を
伝
え
、「
沖
縄
は
、
日
本
の
中
で
飛
び
抜
け
て

対
中
感
情
が
い
い
。中
国
と
似
た
風
俗
な
ど
を
ご
覧
に
な
る
機
会
が
多
い
で

し
ょ
う
」と
歓
迎
し
た
。

　

今
回
、
王
氏
は
、
八
月
三
日
に
行
わ
れ
た「
琉
球
フ
ォ
ー
ラ
ム
」出
席
の
た

め
に
来
県
し
、「
中
国
経
済
の
発
展
と
挑
戦
」に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

な
お
、「
人
民
日
報
」は
、
中
国
を
代
表
す
る
全
国
紙
で
発
行
部
数
は
三

百
万
部
を
超
え
る
。

「
基
地
負
担
軽
減
に
向
け
て
」

稲
嶺
知
事
が
講
演

　　　　　　　伊波洋一宜野湾市長、浜比嘉勇普天間飛行場の嘉手納統合に
反対する沖縄市・北谷町・嘉手納町議員連絡協議会会長、比嘉良彦沖縄県政策
参与、狩俣吉正連合沖縄会長、我部政明琉球大学教授

パネリスト


